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That noise? It's sorne boys 

playing outside.の構造

一一一‘pseudo-rnodifiers'の再考一一

葛 西 清 蔵

O. はじめに

し 従来のあっかし、

2. same boys playingは一つの「要素」か

3. playingの「一時的」なとらえ方
4. plasingの「同時的」な性質

5. r直接知覚」に関連して
6. some boys playingは「新情報」である

7. 日本語の対応する表現

8. r知覚動詞Jがとる構文の中で、の位置つivr
9. まとめ

O. 1 a That noise? It's some boys playing outside. 

b あの音(かい)? (あれは)子供たちが外で遊んでいるの

だ。

1 a iこ対する日本語は1bのようになると思うがIt's以下(以後「問

題の文」とする)はいくつかのきわめて特徴的な性質をもっている。く

わしくは，あとでみることになるが，多くの場合そうであるように， よ

く似た構造と並べられて扱われたりするので，逆にこの構造のもつ固有

な性質がそれとしてなかなか Jつかみきれていないよう tこ思う。少稿は

Akmajian， Gee， Rudfordたちのように， この種の文の深層構造はど

うあるべきかをいおうとするものではない。深層構造がどうあるべきか
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を問う前にまずこの構造がもついくつかの特徴を明らかにしようとする

ものである。

1. Declerk と Rudfordは間接的に「問題の文」を扱っているが，

Declerkはまず 2aに対して 2bのこたえがなりたつとする。

2 a (Jane) What is the noise? 

b (John) It's the boys (that one) teasing a dog. 

この文脈では thatareは任意的だというのである。しかし，それでい

いとしてこのとき thatareの thatの性格が実ははっきりしない。考

えられるのが3aー Cの可能性であろう。

3 a It is ... that ...は分裂文 (cleftsentence). 

b 制限的な関係代名詞 (restrictiverelative). 

c the boysのかわりに Billなど固有名詞もとれるところか

ら非制限的な意味の関係代名詞 (non-restrictiverelative). 

Declerkはこれらの可能性をつぎつぎに検討していく。その結果，およ

そ aについては，分裂文では that以下が古い情報であり，省略でき

るのに 2bではできない。 bについては， thatの前に固有名詞もくる

ことができる可能性があるから制限的ではありえない。 c.非制限節では

thatの前に音調のきれめがあり， that以下は補足的な節になるが 2

bではそうならない， などの点から， これらのいずれでもないと結論す

る。そして Declerkはこの構造を独特な性質をもつものであるとして，

“pseudo-modifier，" Rudfordは“pseudo-relative"とよぶ、のである。

しかLこの議論はあくまで任意的な that節を含んだいくつかの文で

論じられているわけであって，積極的に「問題の文」の性格がそれとし

て問題にされているわけではない。なされている議論のうちで I問題

一 2一



That noise? It's some boys playing outside.の構造

の文」との類似点が間接的にであれよみとれるのはつぎの点である O

-分裂文では受動態にすると 「前提」がちがってしまう (It's the 

dogs that are beating a dog.とIt'sa dog that is being 

beaten by the boys.)が2bのような構文ではこういうことはな

い。 (Thatnoise， it's the boys that are beating a dog.と

That noise， it's a dog that is being beaten by the boys.) 

-英語ではおなじ性質のものは連結できる (1saw a girl and two 

boys.)が，性質がちがう時は非文とたる (*1saw a girl and that 

John was worried.) 0 (That noise you heard was John (who 

was) beating up Marry and Marry's sister (who was) 

screaming for help.と *Thatnoise you heard was John 

(who was) beating up a gir1 and the gir1 who had brown 

hair.)。∞あとの非文では最後の節が制限的であり， そうでないも

のとは連結できない， とする O

• The noise you hear is John (who is) beating his wife.と

いう文は「既知」の Johnについて，補足的に whois ...をつけ

た文ではない。 Johnが wifeをなくやるという‘event'の noise

を言っているのである。

-非制限的な節ではその節は求められる情報を含んでいるわけではな

いから省けるが， 2 bのようなつぎの文では that以下は重要な情

報であり省くわけにはいかなし、。 (Whatis that noise? It's the 

boys (that are) teasing a dog.) 

-制限的な関係節の文から whobeを省いて「問題の文」のように

分調をもっ文はつくれるが， 非制限節の方はそれほどかんたんには

- 3一
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いかなL、。

-非制限節ではつぎのように‘stack'できないが， pseudo-modifier 

のようなときはできる。It'sJohn Cwho is) blowing his nose 

(who is) making a lot of noise. 

検討されているあとのほとんどの文では「問題の文」がそれとして対

象になっていない。つまり pseudo-modifier/ pseudo-relativeとの

関係で f問題の文」を扱おうとする限り， この文の固有の性質が明らか

にならなし、。これからはなれて「問題の文」の性質をさぐることにする。

2. まず， この文がItis . . . .ではじまることが形の上で重要なことな

のだが， この点はあとでふれることにする。これにおとらず重要で注目

す吋きなのは「問題の文」の構文は sound，noise. sightについてのベ

る文であることが圧倒的に多く I知覚動調」の目的語を特定しようと

する文に多いことである。(2) これは 1a， 2 a， bつぎの 5a， bでも

わかる。

5 . a The noise you hear is John(who is) beating his wife. 

b . Itis John beating his wife. 

c 1 saw John beating his wife. 

まずこの Johnbeating his wife. という構造の性質であるが (3)

Akmajian は， この部分を， Pseudo-cleft， Equative colon con-

struction， Right node raising(4)により，また Declerkはさらに

Left dislocation， Right dislocation， Object shift， Subject raising(5) 

により Johnbeatingが一つの構成要素であることを示している。これ

によれば，たしかに名調とあとの分調の関係のふかさは示されたことに

なる。しかしここで注意しなくてはいけないのは， 5 bや 6のように固

- 4ー



That noise? It's some boys playing outside.の構造

有名調がありうること， さらに Pseudo-c1eft，Passivizationなどに

より名詞は分調から引きはなすことができることである。(6)

6 1 heard John teasing a dog. 

つまり beatingを限定的とみるとすればそれは一方的である。

Akmajian， Dec1erkの示すのはせいぜ、い限定的な可能性もあるという

ことにすぎない。これでは単なる制限的な関係代名詞の消去にすぎな

い。この稿の目的はこのような限定的な例をあっかうことでは勿論な

し、。

さて，つぎの 7の文で 7a Vこ対しては7bが当然のこととして合意

されており， これは7cの themとしてあらわすことができる。
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ところがつぎの例はどうであろう。

8 What / *Who 1 heard was John laughing. 

9. a (Jane) That noise? It was John falling down the 

stairs. 

b (Tom) Yes， 1 heardit /? him too. 

10 What / *Whom we saw was two gir1s (that were) 

playing together. 

11 What was that noise yesterday? 

It now seems that it was John falling down .the stairs， 

which / *whom we had not realized at the time. 

一以上 Dec1erk.
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12 J'ai vu Marie qui descendait l'escalier， et Pierre aussi 

l'a vu. (1 saw M. (who was) going down the stairs， and 

P. also saw it). 

13 Je n'ai jamais vu ca， Marie qui joue du piano. (I've 

never seen that， M. (who is) playing the piano). 

以上 Rudford.

これらの文で，さされるものが it，which， le， caで受けられている

ことはこれらが確実に人だけでなく， それを含む「事態」‘event'をさ

しているのであり， John beating his wifeが「ネクサス」としてと

らえられていることを示している。このことは，また

14 Some boys (who were) playing outside ωas / *were 

what caused the noise. (7) -Declerk. 

14では Someboys playing outsideが「ネクサス」をなし，これが主

語になっているからこそ was と単数でうけられることもわかる。さら

に15で，

15 John saw Bi1l looking at himself in the mirror. 

- Declerk. 

himselfはBi1lであり， Bill以下が一つの文構造をもつこと， Bi1lが

意味上の主語になっていることをはっきり示している。

これまで見てきた例でも「直観的J (intuitively)にこの Johnは意

味上の主語であり， beatingは述語とわかるのであるが，そうすると16

a， 17bの各文が.

16 a (That noise ?) It's John (who is) playing the piano. 

-6-



That noise? It's some boys playing outside.の構造

b (That noise ?) PRO be sCJohn PROG play the pianoJs. 

17 a Mary saw John playing the piano. 

b Mary P AST see sCJohn PAST PROG play the 

pianoJ.・ Declerk. 

16b， 17bの構造から導かれるとする考え方もそれなりに正当性はある

と考えられる。

これで、われわれは， John beating his wifeの beatingは Johnに

対する修飾語ではむろんなく，意味上の主語 Johnに対する述語として

はたらき， これらが一つの「ネクサス」全体としてとらえられうること

を示したことになろう。

つぎは， I知覚動詞」との関連でこの構造の特徴を検討したい。

3. I知覚動調jは18a，bの構文をとることができるが， これが，

18 a 1 saw the boys teasing a dog. 

b 1 saw the boys tease a dog. 

19 a It's the boys teasing a dog. 

b *It's the boys tease a dog. 

19bのように Itoなし不定詞Jになると非文になってしまう。また，

20 a 市Whatwe saw was Raquel Welch take a bath. 

b *It was Raquel Welch take a bath that we saw. 

c *Raquel Welch take a bath is a breathtaking sight 

to see _一
d *Raquel Welch take a bath has been witnessed by 

many a moviegoer. 一以上 Akmajian.

-7-
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20の例文はすべて非文だが toなし不定詞の takeを takingv;こすると

すべて非文でなくなる。 18の文が両方よく， 1gb，20a -dが非文とい

うことから「問題の文」の決定的な特徴の一つは itoなし不定調」と現

在分調の差にあるにちがし、ないと予想することができる。

ところで， この両者のちがし、は一般によく知られているものであり，

たとえば， 21のa，bにおいて， 21 aには22aが， 21 bには22b

21 a 1 saw the man cross the road. 

b 1 saw the man crossing the road. 

22 a The man crossed the road and 1 saw him do this. 

b The man was crossing the road， and 1 saw him 

whi1e he was doing this. 以上 Hornby.向

が対応するとし、う。つまり crossでは，横切るのをはじめから終りまで

見ていたことになるし crossingでは横切る動作の途中をみたことに

なる。(9) ここで注目したいのは， これはあくまでとらえ方のちがし、だと

いうことである。つまり， crossと crossingはその動作の時間的な長

さのちがいではなく，その動作をとらえる側のとらえ方のちがいであ

J0 crossに対して crossingは見た時の，その瞬間にしていた一時的

に見たときの動作としてとらえられているということである。

このことはつぎの文でもはっきりするように思う。

23 a 

( running across the street. 

I *own a car， 
1 saw him ¥ 

I nude. 

~ *intelligent. 

( shot. 

I stabbing pigeons. 

b John saw Bil1 < sick. 

- 8一

一太田C川



That noise? It's some boys playing outside.の構造
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つまり， 一時的な動作としてとらえる running，nude， shot， stab-

bing ...はよいが，そうではない own，intelligent， tall などでは非

文となってしまう O また，

24 a *1 saw him be rejected. 

b 1 saw him get rejected. 一以上 Bolinger.
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- Akmajian. 

24， 25の非文は「状態」としてみた beと，一時的な動作としてとら

えた getのちがし、であるとみることができる。(11)

では一体なぜ‘一時的'なとらえ方をした現在分詞の形が要求される

のであろうか。これは結局「知覚動詞」のもつ基本的な性質によると思

われる。すなわち，

26 a 1 saw a flash of light. 

b ?1 watched a flash of light. 

c 1 watched the flash of light. 

一以上Kirsnerand Thompson. 

26bのwatch11こ対して「定J(definite)でなL、一瞬の aflash of light 

を意図的に見る (watch)ことは不自然であり， 26 cのように theflash 

- 9ー
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of lightとなると flashを予想し目をこらして見ることができる。とこ

ろがおなじ「知覚動詞」でも「非意図的J(non -voluntary)，受身的(12

な seeの方には「一時的」なしかも「定」でない aflash of lightが

ふさわしいのである。

これは逆にいうと本来 ing形をとらない「状態動詞」であってもつ

ぎの文のように「一時的」なとらえ方をするのがふさわしいこの構文で

は許されることになる O

owmmg a manSlOn. 

27 1 just can't picture John { knowing the answer. 

l weighing 300 lbs. 

- Akmaiian 

すなわち「問題の文」の theboys teasing a dogはなによりも「一

時的」なとらえ方をして表わす表現であることを確認しなくてはならな

い。これは4.でのべることとふかくかかわる。

4. つぎに「問題の文」にはもう一つの特徴的な性質がある。

28 1 saw 

a the boys tease a dog. 

b the boys teasing adog. 

c *the boys have teased a dog. 

d *the boys having teased a dog. 

e *the boys will tease dog. 

f *the boys teased a dog. (13) 

これらの非文から theboysのあとには tease，teasingが続くこと

ができるだけで，完了や未来を表わす場合tこは非文となる。つまり the

boysのあとの「時Jは主文の時制によってきびしく制限されており..(14) 

- 10一



That noise? It's some boys playing outside.の構造

主文の sawと時間的におなじ動作の表現しかくることができない。 こ

の構文においては， その動作は「一時的Jにとらえられた場合であれ，

時間的な長さをもってとらえられた場合で、あれ，主文の動調の時と「同

時的」でなくてはならなし、。 これはきわめて当然なことで i知覚の対

象の存在は知覚作用と同時的でなければならないjC1りという明確な理由

によるのである。

29 a Did anyone hear ]ohn leave the house? 

b Did you see / notice anyone go out ? 

c We felt the house shake. 

d Watch that boy jump. 一以上 Hornby.

30 a They saw the thief running away. 

b They heard voices calling for help. 

c She could feel her heart beating wildly. 

d Can you smell something burning? 一以上 Hornby.

29， 30の例文でも， i同時性」は他の「知覚動詞」にもあてはまりい

ずれも‘layinghold of sense data '(1のつまり「直接知覚j，physical 

perceptionであるし， 当然のことながら， itoなし不定詞j，現在分詞

であらわされる動作は主文の時と「同時」である。 Thesound. of a 

door opening. the sound of the door sliding back. a noise of 

people coming. the sound of a key being turned in the lock 

-A. Christieの例もこれを示してし品。

ちなみにこの「同時性」はつぎのような動調があらわれる構文にも見

られることを指摘しておこう。これらの例文はいっそう「同時性」の性

質をうきたたせるであろう。

30' a Wecan't let the matter rest here. 

b Shall 1 helρyou carry that box upstairs ? 

- 11-
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c Can we make the murder look like an accident? 

d Don't let me catch you doing again ! 

e We musn't keφthem waiting. - Hornby. 

29-30'では動調はいずれも「同時的」であり「直接」的であり， r目
標指向的J，(17) r間接性」をあらわす rto不定詞」をとれないことも共

通している。 rto不定詞J，rtoなし不定詞」両方をとれる動詞の場合で

も， rto不定詞」をつける文では意味が「直接的」でなくなってしまう。

31 a We heard them enter. / 1 saw him leave. 

b They were heard enter. / He was seen leave. 

以上Bolinger.

32 a He was seen to be a complete char1atan. 

b *We saw him (be) a complete charlatan. 

c We saw him to be a complete char1atan.一以上中右

33 a 1 saw him to be abnoxious. 

b 1 apprehended the fact that they were (abnoxious) 

一以上Bolinger.

31 a ~こ正確に対応する受動態は 31bのように toのつかない形である

と Bolingerはし、う O また32aの受動態の文に対応するのは実は32bで

はなく， toのある32Cだという。この toのある32cの文はもはや「直

接知覚」の文でなく「事実」として「認識」したという意味になってし

まう。このことは33の文でもはっきりする。「知覚動詞Jでは rtoっき

不定調」はむしろ that節に対応するのである。最後に toがつくと「直

接的」でなくなってしまうもう一つの例をみよう。

34 Jack was so drunk he couldn't walk， so 1 helped him 

(ゆ l
了to{ 
get into the car. - Borkin. 

- 12ー
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35 a He helped me climb the stairs by propping me up 

with his shoulder. (He climbed with me). 

b He helped me to climb the stairs by cheering me. 

- Akmajian. 

34， 35 aのように toのないときは「直接」自ら手をかしてやったこ

とになる(したがって34のtoはおかしし、)し， 35bのように「間接的」

な助け方には Itoっき不定調Jがふさわしい。

「知覚動調」はその性質上，知覚されるものが「同時的」に「直接知

覚」されるものとしてあることを要求する。そして theboys teasing a 

dog.はまさにそれにそうものである。

5. I知覚動調」は「定動詞」をもっ節を従えることもあるが， その場

合の意味の特徴を明確にして， I問題の文」の意味とのちがし、をはっき

りさせておきたい。

36 a She noticed them to be gaining on us (She became 

aware of the fact). 

b She noticed them gaining on us (She saw them do 

it) . 一以上Bolinger.

37 a 1 hear you've been abroad. 

b Isee you've broken the teapot. 

c We felt you'd like to know. 一以上Hornby.

まず36aの文に与えたパラフレーズでもわかるように Ito不定詞」は

bの「直接知覚Jとはちがう「事実」の認識とし寸意味をもっ。これは

37の文について， feelでは Iphysical(肉体的)でない感覚」を表わす

ときにはこの型(定動詞節)で用いられるし， hearでは‘知る‘知ら

される'の意味のときはこの型で用いられるというように定動調節をと

ー 13~ 
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るときには「直接知覚」のときは意味がちがい， seeも節をとるときに

は‘直接見る'のではなく「わかる」という‘間接的な認識'をあらわす

ことになる。つまり，定動詞をもっ節をしたがえるときは対象を直接に

知覚するよりむしろ間接的にその事態を一つの出来事として「認識」す

ることを表わすのである。これは典型的な「間接報告j，(18)1心的知覚j，(19) 

「概念的J町な構文である。

38 a 1 heard that Susan passed her exam. 

b ?I heard Susan pass her exam. 

一以上Kirsnirand Thompson 

‘試験にうかる'ということからは間接的な報告としてきき， それと

して認識できても， 自分の感覚器官で直接に知覚する対象にはなりにく

いのである。

以上で「知覚動詞」はその補部の中に「定動詞」をもっ節をとるか，

Itoなし不定調j， fto不定詞」をとるか 1現在分詞」をとるかによ

って意味に徴妙なちがし、があることがはっきりした。

the boys teasing a dog. (名詞+現在分詞)の場合についてまとめ

るとつぎのようになろう。

39 a 意味上の主語と述語からなる「ネクサス」構造であること。

b 主文の時と「同時的」であること。

C 意味上の主語の様子を「一時的」にとらえた表現であるこ

と。

d b， Cから「知覚動詞」の構造ににた性質をもつこと

「直接知覚」の構造であること。

e したがって Itoっき不定詞j，Itoなし不定詞j，1定動詞」

をもっ (that)節をとりえないこと。
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That noise? I'ts some boysplaying outsideの構造

6. 前の項では， the boys teasing a dogのもつ特徴が「知覚動詞」

との関係で示された。この項では「問題の文」のItisとの関係をみよ

うと思う。

40 That noise? It's some boys playing outside. C = 1 a) 

40の中ではItはなにをさすのだろうか。

41 The noise you hear is John Cwho is) beating his wife. 

- Declerk. 

(*He I 
42 ) _ I is a quite a sight， a little boy getting his first 
1 It I 

haircut. - Gee. 

41， 42からわかるように41では Thenoiseが主語であり， 42ではItは

sightである。 thenoiseは Johnbeating his wifeのものであり，

a sightは alittle boy getting his first haircutのものである。つ

まりこの構造でのItはそういう‘deictic'なものと考えてよL、。より

一般的には c.O. D.の定義通り‘thething previously mentioned 

or imp1ied or easily identified '(21) としておいてもよい of22〉〈23〉

すでに1.でみたようにこの構造では teasing以下も重要な情報をに

なっているのであって省略されることはできない。この「ネクサス」の

意味上の主語置Johnなど固有名調がくることでもわかるように「既知」

のものであってもよし、。新しい情報として提示されさえしていればよ

い。要は「ネグサス」全体がひとまとまりとなって新しい情報をつくっ

ていることで-ある。

以上で「問題の文」のもつ構造の特徴が明らかになったと思う。「問

題の文」は，
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43 知覚されうるある「もの」の「一時的Jにとらえられた様子を

表わす「ネグサスJが「新しい情報」となり， It isの補語 (rネ

グサス補語J?)として示された構文。

ということができる。

「新情報j という点に関連して thereis構文にふれておくべきだろ

う。というのは Milsarkは thereis の「存在」文と「知覚動調」の

聞に関連があることをつぎの例で指摘しているからである。

shot. (24) 

stabbing pigeons. 

sick. 
44 a There were several people 

*tall. 

b John saw Bi11 

in the room. 

* (going) to see the iovie. 

shot. 

stabbing pigeons. 

sick. 

*tall. 

in the room. 

* (going) to see the movie. 

(=23b) 

there is構文と「知覚動詞」がとる構文の関係は明白であり， there 

is構文においても「一時的」にとらえられた様子の表現があとに続く。

is以下の要素が「既知」であれ「未知」であれ全体として「新情報」と

なることはよく知られている。(25)この点はすでに論じであるのでこれ以

上深入りしないが拘「知覚」しうる「もの」の「存在」を中心にこれ

ら三つの構文，①「問題の文J，②「知覚動詞Jの構文，③thereis構

文は密接な関係にあることがわかる。
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That noise? It's some boys playing outside.の構造

「知覚」するにはその対象となるものが「知覚」と「同時」に存在し

なくてはならないことはすでにみた。 C.O. D.が beを existと定義

し， existを.be found定義している。(ちなみに sichbefinden， se 

trouverもおなじく「存在」の意味をもっ。)C向感覚でとらえないもの

はこのような構文はとりえない。過去，未来のものも「知覚」の対象に

ならないしこの構文はとりえない(このことはすでに4.でみた)。つぎ

の例もこのことをはっきりさせるであろう。

45 a 1 see the man cross the road. 

b *The man crossed the road and 1 see him doit.一中右

f bleeding) 
46 a The doctor watched my foot 1.. ~ badly. 

いhurtingJ 

f lookingl 
b We saw them L... pretty sick. 

l*feeling J 

f listeningl 
c We watched the subject L. some noises. 

l*hearing J 

一以上 Akmajian.

45aでは crossが「同時的jであるが， bでは過去の動作 (crossed)

をいま見ることはできなし、から非文。 46では視覚的にそれとしてとらえ

れないので視覚の動詞とは共起できない例。

47 a 1 have watched poverty ruin many farmers. 

- Kirsner and Thompson. 

b 1 could smel1 the toaster burning the toast. 

- Akmajian. 

c 1 can see the wood burning. - Gee. 

47aでは *1have watched poverty.が非文であるところから watch
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の目的は povertyruii1 h1~lllyfarmers だという説明は正しくないだ

ろう。 farmersは視覚的にとらえうるわけで、あり， many farmers are 

ruined by povertyとして考えればおかしくなし、。 47bでは toaster

がにおうわけではないので thetoaster burning the toast全体が一

つの意味単位 (asingle semantic unit)となりこれによって表わされ

るものがにおうのだとするがこれは正確で、はなく， toastがこげている

においが「存在Jし，それが smellの対象になっているのである。

smel1 the toast burning in the toasterとすればわかろう。 47cで

woodが見えてる必要がないというが，燃えてる煙，焔はみえてるはず

であり， それが woodであると判断するのはすでにそこに woodがあ

ると「前提」されているからだろう。これは thewoodと限定されてい

るところでもわかる。比日命的な場合を別にすれば「知覚動調」の対象に

なるものは，また「知覚動詞」とふかくかかわる thereis構文， I問題

の文」の構文をとるにはその対象が「同時的」に「存在」しなくてはな

らないのである。

7. I問題の文」の構造はいままで見てきたように「知覚」にふかくか

かわり，ことばの中では基本的な表現であるように思う。この項では「

問題の文」に対応すると思われる日本語の表現にふれてみたい。

48 a That noise? It's some boys playing outside. (= 1 a) 

b あの音?(あれは)子供たちが外で遊んでいるのです。

(= 1 b) 

C あの音?* (あれは)子供たちが外で遊んでいるです。

48aに対する日本語は最初にもあげ子こように48bのようになるだろ

う。ののほかにところもよいように思う。(のもところも全体を名詞(句)

化してひとまとめにするところは英語の場合， ひとまとまりの「ネグサ

ス」としてふるまうのとにて興味ぶかL、がここではこれ以上ふれない)。
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That noise? It's some boys playing outsid巴.の構造

49 a (さっきの)あの音はなんだ?一一屋根から雪が

!沖落ちる?です。

| 落ちたのです。

b (今の)あの音はなんだ?一一子供たちが

、守
Jでの

。
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49の例文から日本語でもやはり「同時性」ははっきり守られているこ

とがわかる。

50 a あのにおいは魚がこげているのです。

b あそこに見える)あれは馬が走っているのです。

C この感触はなんだろう?一一虫かなんかが動いているので

は?

50の各文でもこの表現は他の感覚器官にもあてはまることがわかる O

( *弟が背がたかいのです。

51 a (むこうに見える)あれは?{ ?弟がおよく、、のです。

1 弟がおよいでいるのです。

*鐘がひびきがいいのです。

I *鐘が大きいのです。
b (今の)あの音は?1 ?鐘がなるのです。

L 鐘がなっているのです。

51の各文は， I一時的」にとらえられる表現しかあらわさず， 特徴的な

性質などを表わすものはやはり非文になる。
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また日本語では「既知jであれ， I未知」であれ， I新情報」となると

きは，がをとるがこれについてつぎの例をみてみよう。

iカ
52 a 何があったのか?一一自動車事故1・7あったのです。

l"'l土 j

{ヵ， ") 
b 誰がそんなことをいったのか?一一ぼくi・iい、ったので

いは 1

す。

53 a どうした?一一あの人が撃たれました。

b あの音は?一一自動車がぶつかったのです。

52では「自動車事故J，Iぼく」が新しい情報であり， 53ではこたえの

文全体が新しい情報であるがいす守れもがで導かれてくる。 ところで49

の例ですでにはっきりするようにどの文もがで導かれている。やはり日

本語でも「問題の文」に対応するのは「新情報」を提示するものである

ことは明らかである。

以上のことから対応する日本文も①「同時的J②「一時的」③「新情

報」の点で全く「問題の文」と一致することがわかる。このことはつぎ

の例でさらに明らかになる。「同時性」という点では help，catchなど

も「知覚動詞」のようなふるまいをすることをすでにみたが， これは54

の文から日本語にもあてはまることがわかる。

54 a 私は彼が荷物をはこぶの(ところ)を手伝ってやった。

b 犯人がその家に入ろうとしているの(ところ)をつかまえ

た。

Declerkは takea picture of， imagineなどもにたふるまいをす

ることにふれているが55でみるようにこれにも問題はない。
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That noise? It's some boys playing outsideの構造

55 a We took a picture of John kissing Mary. 

b J.が M.にキスしているの(ところ)を写真にとった。

56 自分が鳥のように空を飛んでいるの(ところ)を想像してごら

ん。

そのほか Akmajianがあげる record/剖m/ tape R. W. taking 

a bathも R.W.が入浴しているの(ところ)を記録する/フィルム

に撮る/テープにとる，とすることができる。

以上のことから「問題の文」は i(…は)…が………の(ところ)です」

にすべての面できれいに対応することがわかる。

8. 最後に以上のことをふまえて「知覚動調」がとりうるL、くつかの構

造の中で「問題の文」がどう位置づけられるかみてみたし、。まず「知覚

動調」がとりうる構造をあげてみよう。(28)

57 a 1 feel that we shall lose. 

b 1 saw at once that he was not at home. 

c 1 hear that you have been ill. 

58 a 1 feel this to be necessary. 

b 1 saw him to be unkind. 

59 a She felt summer come. 

b 1 saw something move. 

c 1 distinctly heard him call out for help. 

60 a She could feel her heart beating. 

b 1 saw him walking alone in the park. 

c 1 heard her singing a song. 

d 1 smell something burning. 
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1 fe1t a hand on my shoulder. a 61 

VVhat do you see on the roof? b 

1 cannot hear you now. C 

1 smell gas. d 

The cock tasted the soup. e 

それぞれに関連した事項を対応させてかきこむとつぎこれを整理し，

の表のようになる。

N(29) NV / NVing N to V: that NV a 62 

O O O O O feel 

O O O O O see 

O O O × O hear 

O O × × X (30) smell 

O 

う
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× × × × taste 

b 

directness indirectness C 

immediacy abstractness 

spontaneity nonspontaneity 

- Josephs (N. A. McCawley) 

direct perception indirect report d 

- Kirsner and Thompson 

physical perception 

- Hornby 

mental perception 
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That noise? It's some bQys playing outsideの構造

f conceptual perceptual .-:-Bolinger 

g statement of fact personal judgement 

- Riddle (Gee， Borkin) 

日本語の表現は便宜的でこれが厳密に対応するとは思わないが， おお

よその関係はつかめると思う。味覚，喚覚の動詞のふるまいがまずしい

のも興味ぶかい。すでにのべてきたことからも， 62bから62gまであげ

られている特性からも「知覚動調」がとりうる構造は点線を境にわける

ことができる。左側は「ことがら」を認識する場合であり，右側は現に

ある「もの」を直接に知覚する場合なのである。(32)

さらにこの分類からつけ加えるならば，右側によるほど動調とNの関

係は密でNを主語に受動態もつくれるが右側の thatNVでは NVの関

係が強く一つの単位をなしており， もはやNを thatをこえて引きだす

ことはできない。

われわれの「問題の文JIt'ssome boys playing outside.の some

boys playing outsideは右の部分の NVingと性質を共有するもので

ある。日本語では認識の対象としての「こと」から，直接に知覚の対象

となる「もの」までの中間的ないくつかの段階に対して， それぞれそれ

にふさわしい表わし方をもっているが，英語の場合ともに thingで表

わし日本語ほど細かなそれとしての表わし方をもたないように思う。こ

のために「問題の文」の特徴もとらえにくくなっているのであろう。

'9; 以上で「問題の文JIt's some boys playing outside.の構造の特

徴的な面が明らかになったと思う。

① Itは知覚できるものをさす‘deictic'なものであること。

② ρlayingは isの時と「同時的」であること。

③ ρlayingは someboysの様子を「一時的」にとらえた表現であ

ること。
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④ some boysが意味上の主語，Playingが意味上の述語である「ネ

クサス」関係をなしていること。

⑤ この「ネクサス」は playingが常に新しい情報をふくみ全体が新

しい情報をなす補語として提示されていること。

が示された。この「ネグサス」は定動詞をもった節とは明白にちがうも

のであることものべられた。少くとも「変形」で関係づけられるもので

はないだろう。これらの事実をふまえ， I知覚動調」構文， there is構

造との類似性を無視しないでどのような深層構造をたてるのがし、いかは

各自がコミットする理論の問題である。

一註一

(1) これが非文である理由は別にも考えられるが， それについてはあとでふれる。註

(日)をみよ。

。) このほかに， (i)に対するこたえ。

(i) What is the problem?ー Declerk.

そのほか， imagine， film， record， photographなどもある。

(3) ‘妻をいじめている J.'となれないことはないが，われわれの趣旨からはなれるの

で，このような読みの場合は対象にしないことにする。

仏 (i) 1 saw the moon rising over the mountain. 

(ii) What we saw was the moon rising over the mountain. (Pseudo-

cleft) 

(iii) We saw what we had all wanted to see: the moon rising over 

the mountain. (Equative colon construction) 

(iv) You can see， but you certainly can't hear， th巴 moonrising over 

the mountain. (Right node raising) 

(5) (i) The moon rising over the mountain was s巴巴nby many people 

last night. (Passivization) 

(ii) The moon rising over the mountain， I've seen it often enough. 

(Left dislocation) 

(iii) Nobody appears to have seen it， the moon rising over the mountain. 

(Right dislocation) 

(iv) The moon rising over the mountain is interesting to watch. 

(Qbject shift) 

(v) The mooll rising over the mountain appears to have been" se巴n

by many people last night. (Subject raising) 
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(6) (i) What we saw rising over the mountain was the moon. (Pseudo-

c1eft) 

(ii) It was the moon that we saw rising over the mountain. (Cleft) 

(iii) The moon was seen rising over the mountain. (Passivization) 

(iv) Th巴 moonis beautiful to watch - rising over the mountain. 

(Obiect detetion) 

(v) What did you see - rising over the mountain? (Wh-fronting) 

- Akmajian. 

(η(i) The moon and Venus rising in conjunction have / *has often been 

fobserved l t by the astrommers at Kits peak-
photographed J 

(ii) The moons of Jupiter rotating in their orbits are / *is beautiful 

to watch. 

(iii) The moons of Jupiter rotating in their orbits are / *is a breath. 

taking sight. - Akmajian. 

(i)-(iiりでは V-ingはたんなる修飾語であろう。

(8) 1 . 105 VP 18. 

(9) もっとも，かならずしもこう考えない者もいる。

(i) We saw her sit / sitting there. 

Kirsner and Thompsonは (i)について， これは完結/非完結の区別ではな

く， むしろ sit がほかのことはともかく， すわることしかしていない ('ob-

stinate refusal ')ことを示し， sittingはただ動かないで， じっとすわったまま

でいる状態げinactivity ')を示しているのだとする。

。(j p. 501' Car1son (1977) Referencp to kinds in Englishからの引用のようで

あるが，この本には見あたらない。

似) 一般に，おなじ性質のものしか等位接続できないことは知られている。

(i) *J'ai vu la f巴mmequi travai11e chez l'espier ，et Louise Pierre qui 

fumait sa pip巴. (=1 saw the woman who works at the grocer's， 

a:'nd Louise Pierre (who was) smoking his pipe). 

Rudfordは(i)が非文なのは pseudo-relativeはほかの relativeと gapping

おこせない，というが， 実は， これは前半が travai11e(works)と一般的に時

間的な長さをもってとらえられているのに対し， 後半は一時的なとらえ方をした

表現であり，とらえ方にちがし、があるからであろう。

ω seeには inadvertently(思わず， 何の気なしに)が， watchには conscien-
tiously (細心に，用心ぶかく)は共起するがその逆では非文となる。

(i) The policeman inadvertently saw / *watched the chi1dren cross 

the road. 
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(ii) The policeman conscientiously *saw / watched the children cross 

the road. - Kirsner and Thompson. 

そのほか N.A.McCawley (1976). M. H. Klaiman. 

(13) (i) 1 saw the boys teased a dog. 

(ii) 1 see them tohave arrived. - Bolinger. 

(i)が 1saw that the dogs teased a dogと同義のときは， これは‘子供た

ちが犬をいじめるのを知った'で問題にしている場合とちがうのでこの読みの場

合は省く。 (ii)について Bolingerは‘pastaction now viewed as a fact' 

と言っておりこれは「見る」ことはできない。

(l4) (i) J巴 lavois qui fait la noisselle (*fera / *ferait / *avait fait) 

(=1 see her (who is )doing washing up (future / conditional / 

pluperfect) - Rudford. 

さらに註(13)の Bolingerの例文。さらに Rudfordは‘sincetense in pseudo 

relative c1auses is predictable， we might argue that tense in pseudo-

relatives ar巴 untensed'とL、っている。であればこそ，

(ii) Aux → Tense (M) (have-en) (be-ing). 

(ii)の Tens巴 (M)(have-en)をもたない形をとれるのである。

帥中右。

(H~ Bolinger. 

(17) Bolinger.' goal-oriented' (i) I'd like you to put in a bid for me. 

(ii) Don't force her to resign. 

間 Kirsnerand Thompson ‘indirect report'. 

側 Hornby'mental p巴rception'. 

間1) Bolinger‘conceptual' (construction). 

帥 C.O. D. (19766). 

担2! It isの isについて Curme (p. 47.)はちょうど「問題の文」を例にあげて，

(i) Where does all that noise come from ? 

(ii) It's children playing upstairs. 

(ii)の isについてつぎのようにいっている。‘... the verb which fol1ows 

situation it or an anticipatory subject it that points to a fol1owing 

c1ause is always singular， even though the ref巴renceis more than two'. 

この構文とよく似た thereis構文では be動詞の数があとに来る名詞の数と一

致するのにItisのこの構文で常に単数になるのは， there is構文ではあとの

名詞の数にひかれ， it isではItにひかれているとしかし巾、ょうがない。

(23) すなわち，分裂文とか，予備のItとはちがうものであり，省略されるのが常に

wh-beであって， しかも beは主文の時制とおなじものである。 この点で， 口

語でよく省略される分裂文の that;there is構文

(i) It was the president himself spoke to me. - Dec1erk. 
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That noise? It's some boys playing outside.の構造

(ii) It was John did it.一村田。

(iii) What was that noise?ー*Itwas a boy fel1 down the stairs. 

- Dec1erk. 

の‘pseude-relativec1ause with that omitted' (R. Nagacka) との本質的

に異なるものである。

(泌 このほかに Emondsの中につぎのような例文がみられる。(文に対する判断がか

ならずしも一致しない例もある。)

(i) *Th巴rear巴 fewtaxi drivers too rich. 

(ii) *There was one man a pharmacist. 

(iii) *There are many home owners angry. 

(iv) *There are a few photographs too dark. 

(v) *In this course， there are three books important. 

(vi) ?There might be some students hungry. 

(vii) ?There was a man very sick. 

帥 ‘外界の様子や有様を言語表現として描き出すことによって， 新たに状況や場面

を導入，設定するといった類型的意味，機能を扱った文が考えられる。この種の

表現類型をく状況描写文>と仮称する。……状況描写文は全体が新情報の文であ

る， (仁田〉。

帥葛西(1980)。

(27) Rudfordは Gr巴v1sseの著作のなかに「問題の文」の構造をとりうる動詞とし

て一連の「知覚動詞Jがあげられていることをのべているが， これらの動詞のほ

かtこ surprendre(catch). avoir (have). se trouver (find oneself， be)， 

etre (be)もみられるのは非常に興味ぶかい。

間 例のほとんどは Hornbyからとったが辞書からのものも数例ある。

白日 Ross が「名詞らしさJについてつぎのような順序づけをしているのも参考にな

る。

that S that Max gav巴 theletters to Frieda 

for to for Max to have given the lett巴rsto Fri巴da

Q how wi11ingly Max gave the lett巴rsto Fri巴da

Acc. Ing Max giving the letters to Frieda 

Poss. Ing Max's giving the letters to Frieda 

Act. Nom. Max's giving of the letters to Frieda 

Der Nom. Max's gift of the letters to Frieda 

N 

また Moultonは「はめこみ文」の特徴として(1)Intonation (2) Type (3) Tense 

μ) Aspect (perfict) (5) Aspect (progressive)をとりあげ，これらの特徴があ

るかないかで「はめこみ文」にも段階があることを示している。

帥 1could smel1 that the milk wasn't fresh.一小西。があるが「こと」は
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smellできないから一般的ではないと思いのぞいた。。1) Josephs， N. A. McCawley (1978)を参考にしたがあくまで便宜的なものであ
る。

McCawleyはつぎのようにいっている。， . . . no represents a concrete action， 

state， or event directly perceived by any of five (or six) senses， while 

Koto represents a more abstracf concept. ... Kofo is used for nominaliz・

ing a proposition or forming an abstract concept of the proposition， 

while no is used for representing a concrete fact. ... one can see or 

hear a concr巴teevent， but not an abstract concept.' 

(3~ 寺村は右側の性質を‘感覚的，直観的'とし， ‘..…している七 ‘ところだ'が

あたるとしている。
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